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′文化ふれあい事業第3弾！

福岡市美術館
小磯良平遺作展を訪ねて

小磯良平画伯が1988年12月16日に85歳で他界

されて、はやくも三回忌を迎えました。今回、

訪ずれる遺作展は、没後初めての本格的な回顧

展です。清楚で典雅な女性像の気品ある美しき

は他の追随を許さない小磯芸術。その魅力のす

べてに迫ります。秋といえば、やっぱり芸術の

秋。絵画展であなたもすできな秋の始まりを感

じてみませんか。
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♂と　　　き＝9月18日約

0と　こ　ろ＝福岡市美術館（小磯良平遺作展）

◆募集人員＝135人（先着順）

◆募集期間＝9月2日（月）から6日織まで

◆参　加　料＝950円（観覧料）＋850円（昼食代）

′申込み・問合せ＝勧口を乗望される人は、参加料（昼食代は希望者
のみ）を添えて、遠賀町教育委員会・社会教育係

窓口（役場2階）で申し込みください。

なお、電話での受付けは、お断りします。

この広報は
再生紙を使用しています。

（830）　　　　（1000－1130）

役場出発－福岡市美術館－

（12．00－13．00）　　　（13．50－15．00）

昼　　食－西部ガスミュージアム
（博多観光会館）

（15：05－16：00）　　　　（17：30）

－福岡市博物鐙－役場著

憂患i国論宣長轟〃震iOe〇〇〇g患南隣曲の○なつ＿ 
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宙
黛
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岡
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●
申
込
期
間
）
9
月
1
3
日
（
金
）
ま
で

●
申
込
み
・
向
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
役
場
2
階
）
℡
（
2

9

3

）

1

2

3

4

へ

あ
な
た
も
草
の
根
外
交
官

「
福
岡
喧
萱
草
の
壁
団
員
蓋
栗

●
と
　
き
）
Ⅱ
月
柳
日
（
水
）
か
ら
5
0

臼
（
土
）
ま
で
の
n
日
間

●
訪
問
先
）
広
州
市
（
中
国
）
・
香
港

●
対
象
）
昭
和
3
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日

本
国
籍
を
持
つ
県
内
在
住
者

●
参
加
費
）
9
万
円

●
募
集
人
員
）
細
入
程
度

●
申
込
期
間
）
9
月
7
日
（
土
）
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3

4
へ福

岡
県
「
女
性
研
修
の
貿
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
も
外
国
の
色
々
な
施
設
や
制

度
を
祝
察
し
、
人
々
と
交
流
を
深
め
、

視
野
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
訪
問
国
）
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・

ベ
ル
ギ
ー

●
と
　
き
）
Ⅱ
月
柳
日
（
水
）
か
ら
1
2

月
1
日
（
日
）
ま
で
の
1
2
日
間

●
参
加
費
）
海
外
研
修
費
の
2
分
の
l

（
約
怨
万
円
程
度
）

●
募
集
人
員
）
柳
人
程
度

●
応
蔦
資
格
）
平
成
3
年
4
月
1
日
現

在
で
蒲
柳
歳
か
ら
0
0
歳
ま
で
の
県
内
に

居
住
し
て
い
る
人
な
ど

第
5
回
筑
豊
さ
わ
や
か

マ
ラ
ソ
ン
出
場
善
募
集
中
。

●
と
　
き
）
Ⅱ
月
Ⅳ
日
（
日
）
の
午
前

8
時
豹
分
か
ら

●
と
こ
ろ
）
飯
塚
市
陸
上
競
技
場
ス
タ

●
コ
ー
ス
）
男
女
年
代
別
5
鳳
・
同
属

コ
ー
ス

●
参
加
料
）
1
、
5
0
0
円
（
保
険
料
含
）

●
募
集
人
員
）
勤
労
者
1
、
5
0
0
人

●
申
込
期
限
）
的
月
1
5
日
（
日
）
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
福
岡
県
労

働
部
労
働
福
祉
課
内
「
筑
豊
さ
わ
や
か

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
」
℡
0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

へ

〝
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪
〟

「
障
害
者
の
主
張
」
作
文
真
築

障
害
者
ご
本
人
や
、
家
族
の
人
な
ど

が
日
頃
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
、
障
害

者
問
題
に
関
す
る
意
見
や
体
験
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

県
内
居
住
の
障
害
児
者
と
そ
の
家
族

●
内
容
・
テ
ー
マ

。
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪
，

．
私
の
生
き
が
い
●

そ
の
他
、
本
人
が
自
由
に
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

●
応
募
方
法

▽
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

▽
冒
頭
に
テ
ー
マ
を
、
末
尾
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
障
害
種
別
、

本
人
又
は
家
族
（
続
柄
）
の
別
、
連

絡
先
（
電
話
番
号
）
を
明
記
の
こ
と

●
締
切
日

9
月
9
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

●
入
費
作
品

▽
応
募
作
品
の
中
か
ら
障
害
種
別
な
ど

を
考
慮
し
て
3
名
程
度
の
入
営
と
若

干
名
の
佳
作
を
決
定

▽
1
2
月
9
日
の
「
障
害
者
の
日
」
記
念

「
広
が
る
希
望
の
つ
ど
い
」
会
場
で

そ
の
「
主
張
」
を
本
人
か
ら
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す

▽
入
賞
者
に
は
、
知
事
の
賞
状
と
記
念

品
を
、
佳
作
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

●
そ
の
他

応
募
さ
れ
た
作
品
の
版
権
は
、
福
岡

県
に
屈
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
応
募
・
問
合
せ
先

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
℡
0
9

2

（

6

4

1

）

4

7

6

1

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

平
成
4
年
度
生
徒
夢
集
中
。

●
募
集
科
目

▽
青
卒
以
上
コ
ー
ス
（
1
年
）

▽
対
象
）
・
高
卒
以
上
0
0
歳
末
満
、
ま

た
は
紛
議
以
上
0
0
哉
未
満
の
人

・
科
目
）
空
調
シ
ス
テ
ム
、
印
刷
デ
ザ

イ
ン
、
笹
子
計
算
機
、
電
気
設
備
科

▽
轟
卒
以
上
コ
ー
ス
（
2
年
）

・
対
亀
）
高
卒
以
上
0
0
戴
未
満
の
人

・
淘
目
）
自
動
車
工
学
科

▽
一
鍛
求
職
者
コ
ー
ス

・
対
亀
）
フ
リ
ー

・
科
目
）
総
合
建
築
、
O
A
ビ
ジ
ネ
ス

O
A
経
理
科
な
ど

●
募
集
期
間
）
平
成
4
年
2
月
1
8
日
ま

で
（
総
合
建
築
科
は
新
卒
の
み
2
月
4

日
ま
で
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
県
立
福
岡

高
等
技
術
専
門
校
℡
0
9
2
（
6
8
1
）

0

2

6

1
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′踊りの居室の増改築には
お得な整梼資金貸吋をご利用
ください。

福岡県て当ま、60歳以上のお年寄りと現
在同居している人、または同居しようと
している人が、お年寄りのために居室な
どを増築または改築、改造する場合に必
要な整備資金の貸し付けを行っています。
●貸付限度額120万円
●利息　年3パーセント
●備連方法

元利均等による月賦償還
●担保・俣駈人

担保は不要
連帯保証人は2人

●申込受付期間
第1次　8月1日～8月31日

第2次　9月11日一一10月31日

●申込み・問い合わせ　役場福祉課福祉
係1富（293）1234へ

′在宅重度身体障害者の訪問
診査（相談）を行います。
巡回相談に参加することが難しい在宅

の重度身体障害者の家庭を医師が訪問し
て診査します。
●珍重内容

身体陪害者手帳の診断、補装具など
の診断、その他助言など

●と　き10月上旬

●珍査医師

渡辺外科医院　渡辺　正　先生
希望される人は、9月10日㈹まて当こ、

役場福祉係へお申し込みく1ごさい。

自分たちて蒋りたい �う　郭　に　危連　る　消∴た　責　が　台 股　内　な摸立　が防　○　町窮鼠今 �福 岡 県 消 防 協 」ゝ う軍 遺 賢 支 部 �● 、、曹 �聾 Ii II 田 ⑧ ／／／饗 ∴丁∵ 

地域轍の抱いて潮田 －遠賀町消防団 �定　番　る　’　し　同　園　た　広　令　の　回 で　町悪　人’宙　が　だ　濃　さ　接　の す　へ　れ　命　家　集　出　ち　の　れ　通　関 

○応　ゐ　危　た地軸（こ　密書　に　練 　緩∴り　険強　は　し　部集接伴想 

消防団は、町民の生命、財 産を守る重要な役割を担って います。 �夏　と　が　島　木　、　消　地　中　い　定 

昔結晶畠誹 
災害が複雑多様化し、大規 �い　て　火∴榛∴が　た　町　し　遭　織　目 

槙になっている今日、地域社 �※　　　　　　　　●　　　　●　　● 

会で消防団の果たす役割は以 �ビザ願町　　　　内　と　と 協イい民 

前にも増して重要です。 �カレしの　　　　容　ろ　さ を、ま方　　　＼／　〉＼／　　ン 

「自分たちの住む所は自分 たちで守る」という意識をも って、積極的に地域活動（消 防団）に参加したいものです。 問い合わせは役場総務課へ �ン′ おをすの行強練要し消ル内達9 ㍉∴∴三言恐 

○の10観　な付伝、戦　場河出8　　　‾’＼較浩 で分を　ど近達応に　ゴ用火時 

、にお∴∴をの訓援即　I敷）l　　　　　　　で 

幅

危
験
勅
勘
損
害
措
定
騰

習
合
が
閏
か
れ
ま
す
。

●
愛
機
質
棺
）
乙
種
危
険
物
取
扱
者
免

状
を
も
っ
て
い
て
、
平
成
2
年
5
月
2
2

日
現
在
、
危
険
物
の
取
扱
作
莱
ま
た
は

保
安
監
督
の
職
務
に
従
菖
し
た
人
で
、

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
危
険
物
の
類

が
移
動
し
た
人
。

●
と
　
き
）
的
月
2
日
（
水
）

●
と
こ
ろ
）
戸
畑
市
民
会
館

●
購
晋
の
種
類
）
乙
謹
l
類
、
乙
謡
3

類
～
6
類

●
受
付
日
）
9
月
2
日
（
月
）

●
受
付
場
所
）
北
九
州
市
消
防
局

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
郡
消

防
本
部
予
防
係
℡
（
2
9
3
）
1
2
3

1
へ

一
切
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
9
月
約
日
（
木
）
の
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
北
九
州
市
立
折
尾
公
民
館

●
柏
繊
担
当
）
折
尾
簡
易
裁
判
所
民
事

調
停
委
貝

●
柏
餓
内
容
）
土
地
・
建
物
・
金
銭
・

交
通
事
故
・
そ
の
他
民
蕗
一
般
に
関
す

る
問
題
な
ど

韻
子
で
体
操
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

無
料
調
停
相
談
会

折
尾
調
停
協
会
で
は
、
土
地
・
建
物

・
交
通
事
故
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
は

日
ご
ろ
、
子
育
て
に
追
わ
れ
て
運
動

不
足
気
味
の
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
体
操
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
色
々
な
器
具
を
使
っ
た
器
械
体

操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な

ど
に
挑
戦
し
ま
す
。

●
と
　
き
）
9
月
4
日
、
Ⅱ
日
、
1
8
白

菊
日
、
同
月
2
日
の
5
回
コ
ー
ス

●
と
こ
ろ
）
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料
）
同
円
（
保
険
料
5
回
分
）

●
持
っ
て
く
る
物
）
上
グ
ッ
・
タ
オ
ル

※
な
お
、
当
日
の
申
込
み
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

●
申
込
み
・
向
い
合
わ
せ
）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
体
育
娠
典
係
　
℡

（
2
9
3
）
6
5
2
5
へ



施

きめられた日に

きめられたゴミを！

遠賀町では、ゴミ収集は

分別収集になっています。

ゴミの種類により出す日が

決まっていますので、決め

られた日の朝8時までに出

してください。指定の収集日

以外にゴミを出しても収集

しません。収集日は毎月広

報25日号にのせています。

また、ゴミのことでわから

ないことがあれば保健衛生

係におたずねください。協

力をお願いします。

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイ　ジ

介
紹
　
町
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
体
育
・
文
化
施

設
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
学
習
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
、
利
用
方
法

が
分
か
ら
な
い
か
ら
〝
ち
ょ
っ
と
〟
…
…
と

い
う
声
を
耳
に
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
施
設
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

焼
物
が
楽
し
め
る
〝
遠
賀
町
陶
空
室
〟

昭
和
飢
年
に
総
合
運
動
公
園
に
設
け

ら
れ
た
陶
芸
室
。
一
般
の
人
も
使
用
で

き
ま
す
が
、
機
械
操
作
な
ど
が
あ
る
た

め
、
興
味
の
あ
る
人
に
は
、
陶
芸
ク
ラ

ブ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
日
）
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
と

火
曜
日
の
午
前
と
午
後
、
金
・
土
曜
日

の
午
前
中
の
み

※
興
味
の
あ
る
人
は
（
代
表
）
下
川
正

夫
℡
（
2
9
3
）
1
1
1
1
ま
た
は
、

コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

南
部
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
場
と
し
て
期
待

〝
出
生
津
運
動
広
場
〟

平
成
2
年
4
月
に
芙
蓉
区
に
完
成
し

た
虫
生
津
運
動
広
現
。
同
じ
く
1
0
月
に

は
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
一
般

コ
＝
、
エ
ー
ニ
ア
ィ
ー
助
成
事
業
で
防
球
ネ

ッ
ト
ま
で
取
り
付
け
ら
れ
、
地
域
住
民

も
安
心
。
今
で
は
、
地
元
の
少
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
や
色
々
な
体
育
行
革
、

催
し
も
の
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
南
部
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
の
境
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
合
検
診
が
各
地
区
を

巡
回
中
で
す
。

総
合
検
診
が
7
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
検
診
の
内
容
・
日
程
は
、

広
報
6
月
間
口
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
8
月
晦
日
ま
で
に
実
施
さ
れ

る
地
区
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
年
に

一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
旧
停

▽
と
き
＝
9
月
2
日
（
月
）
9
時
～
Ⅱ
時

▽
と
こ
ろ
＝
旧
停
公
民
館

●
西
町

▽
と
き
＝
9
月
5
日
（
木
）
9
時
～
Ⅱ
時

▽
と
こ
ろ
＝
西
町
公
民
館

●
東
町

▽
と
き
＝
9
月
9
日
（
月
）
9
時
～
Ⅱ
時

▽
と
こ
ろ
＝
東
町
公
民
館

●
若
葉
台

▽
と
苛
9
月
Ⅱ
日
（
水
）
9
時
～
n
時

▽
と
こ
ろ
＝
若
葉
台
公
民
館

●
漫
木

▽
と
き
＝
9
月
鳩
目
（
金
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
鳩
時

▽
と
こ
ろ
＝
浅
木
公
民
館

鵜

妊

婦

網

引

●
期
　
日
）
9
月
2
日
（
月
）

●
受
　
付
）
1
3
時
約
分
～
1
3
時
5
0
分

●
時
　
間
）
1
3
時
0
0
分
～
鳩
時
5
0
分

●
場
　
所
）
役
場
保
健
室

●
内
　
容
）
。
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

。
新
生
児
の
扱
い
方

。
も
く
浴
指
導

。
母
乳
に
つ
い
て

●
持
参
晶
）
印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

●
料
　
金
）
無
料

臆
乳
　
児
　
相
　
談

▼
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象

●
期
　
日
）
9
月
3
日
（
火
）

●
時
　
間
）
9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
場
　
所
）
中
央
公
民
館
和
室

●
持
参
品
）
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
）
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
）
無
料

●
そ
の
他
）
4
カ
月
児
は
小
児
ガ
ン
の

検
査
セ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
す
。

▼
生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象

●
綱
　
目
）
9
月
同
日
（
火
）

●
時
　
間
）
9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
場
　
所
）
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
）
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
）
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
）
無
料

臆

∴

蔵

半

検

診

●
期
　
日
）
9
月
1
2
日
（
木
）

●
時
　
間
）
・
受
付
1
3
時
1
0
分
～
調
時

・
検
診
1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
）
中
央
公
民
館

●
対
象
者
）
1
践
6
カ
月
－
8
カ
月
児

（
平
成
2
年
l
月
～
3
月
生
）

●
持
参
晶
）
母
子
健
康
手
帳
、
検
診
票

●
内
　
容
）
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
・
歯
科
）

●
料
　
金
）
無
料

総
合
検
診
の
結
果
は

約
l
カ
月
後
に
届
き
ま
す
。

総
合
検
診
の
結
果
は
受
診
し
て

か
ら
約
1
カ
月
後
に
郵
送
に
て
個

人
通
知
し
ま
す
。
2
カ
月
を
越
え

て
も
通
知
の
な
い
と
き
は
、
役
場

保
健
衛
生
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い。
な
お
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み

を
受
診
さ
れ
た
人
は
精
密
検
査
の

必
要
な
人
の
み
通
知
し
ま
す
。
通

知
の
こ
な
い
人
は
異
常
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。


